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その他の

クマ
情報 秋田県公式WEBサイト

ツキノワグマ情報
由利本荘市公式LINE

友達追加
ツキノワグマ等情報マップ
システム【クマダス】

より詳しい情報は秋田県公式ウェブサイト
で公開しています。また、クマを目撃した
場合は市町村や警察へ通報を！目撃情報は、
クマダス・由利本荘市公式LINE
で確認できます！

人目につかないよう、ヤブなどに身を隠し
ながら行動します。音やにおいなどで人の
気配を感じたら近づかないよう距離をおき
ますが、人に気付かずにバッタリ会ってし
まうと、身を守るために攻撃することがあ
ります。

オイシイ思いをすると、一度で覚えます。
農作物や家庭ゴミ、実のなる庭木などの味
を覚えたクマは、集落の近く居着いてしま
う可能性がありますので、きちんと管理し
ましょう。

学習能力が高い学習能力が高い学習能力が高い人を避けて行動人を避けて行動人を避けて行動
人目
なが
気配
ます
まう

クマは
こんな動物

●クマの活動が活発になる早朝や夕方は、クマの出没が確認されている
　場所に近づかない。
●生ゴミや不要となった農作物、果実を除去する。
●クマが身を隠す草むらを刈り払う（集落や農地周辺、河川敷等）。
●山林に入る場合は２人以上で行動し、鈴やラジオ等で音を出す。
●林道等ではクラクションを数回ならしてから降車する。

●大声を出さず、背中を見せず、クマを見ながらゆっくり後退する。
●襲われそうになった場合、うつ伏せになって顔とお腹を守り、首の
　後ろに手を回す。
●子グマがいても近づかない（親グマが近くにいる可能性があり危険）。

とにかく
頭部を守りましょう

クマから身を守るための行動を実践してください

クマによる人身被害を防止する
ために、車庫や

物置の扉は、普段から閉めてお
いてください。

由利本荘市でも人身被害が発生し
ております。

　クマが生息している場所や出没したことがある場所はほぼ県内全域です。ど
んな場所であっても森やヤブがあれば、そこにはクマがいる可能性があります。
　クマが出るかもしれないという意識を持ち、クマと鉢合わせをしない、家の
まわりにクマを寄せ付けない、基本的な対策を徹底しましょう！

クマクマに
注意！
クマクマに
注意！
クマに
注意！

クマ出没警戒クマ出没警戒
情報発令情報発令中！
クマ出没警戒クマ出没警戒
情報発令情報発令中！
クマ出没警戒
情報発令中！

遭遇しないために遭遇しないために遭遇しないために

遭遇した場合遭遇した場合遭遇した場合
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農地の相続
市広報ＩＤ
１００３０６４

相
続
登
記
の
登
録
免
許
税
の

　
　

   
  

免
税
措
置
に
つ
い
て

　
　
　

（
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

１
相
続
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
方

が
相
続
登
記
を
し
な
い
で
死
亡
し

た
場
合
の
相
続
登
記

２
不
動
産
の
価
格
が
１
０
０
万
円
以

下
の
土
地
に
係
る
相
続
登
記

該
当
す
る
場
合
は
登
録
免
許
税
が
免

税
さ
れ
ま
す
。

◆発行所／全国農業会議所
◆発　行／月４回 金曜日
◆購読料／月９００円（年１０，８００円・税込）
購読申込みは農業委員会事務局まで

農業委員会農業委員会業委員農業委員会
総会開催日程総会開催日程総会開催日程

　農地に関する許認可手続きや
申請書類については、審査に時
間を要する場合があります。提
出期限にかかわらず、事前にご
相談いただきますようお願いい
たします。
　また、申請書の提出は許可を
確約するものではありませんの
で、ご留意ください。なお、こ
れまでどおり、総合支所産業建
設課へ提出していただくことも
できます。

令和
８年度

7/
8/
9/
10/
11/

㈮
㈪
㈬
㈮
㈪

31
31
30
30
30

12/
1/
2/

㈪
㈮
㈮

28
29
26

令和８年

令和９年

８年

９年

総会 開催日 申請書提出期限

8/
9/
10/
11/
12/

㈫
㈪
㈮
㈪
㈮

18
14
16
16
18

1/
2/
3/

㈭
㈫
㈭

21
16
18

相
続
登
記
を
し
よ
う
！

【
法
律
上
の
取
扱
い
】

【
農
地
売
買・貸
借
上
の
取
扱
い
】

農
地
の
所
有
権
移
転
お
よ
び

　
　

    

貸
借
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
地
を
売
買
や
無
償
譲
渡
等
で
所

有
権
移
転
し
た
り
、
農
地
を
貸
借
す

る
場
合
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
総
会

で
の
審
議
を
経
た
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
す
。

相
続
登
記
と
は
？

相
続
登
記
を
し
な
い
と

ど
う
な
り
ま
す
か
？

相
続
登
記
は
ど
こ
で
す
る
の
？

相
続
登
記
を
し
た
あ
と
は
？

相続登記の手続きは司法書
士に依頼することができま
す。問合せは下記まで。
秋田県司法書士会
相続登記相談センター
☎018-824-0055

秋田地方法務局本荘支局
（給人町17番）
本荘合同庁舎３階
☎0184-22-1200
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）を

　
　

実
施
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条

に
基
づ
き
、
年
一
回
、
市
内
全
域
で

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調

査
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
農
地
を
見
回

り
、
耕
作
状
況
を
み
て
遊
休
農
地
（
荒

廃
農
地
）
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
り
敷
地
内

に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
該
当
の
農
地
所
有
者

に
は
事
前
連
絡
等
は
し
ま
せ
ん
。
立
ち

会
い
も
不
要
で
す
。

　

な
お
、利
用
状
況
を
踏
ま
え
、耕
作

が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
「
利

用
意
向
調
査
」
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、
雑

草
の
繁
茂
に
よ
る
病
害
虫
等
の
発
生
、

有
害
鳥
獣
の
温
床
、
不
法
投
棄
等
の
原

因
に
な
り
、
周
辺
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

遊
休
農
地
を
発
見
し
、
所
有
者
に
対
す

る
解
消
の
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

農
地
パ

（
利
用

農
業
委
員
会
で
は

に
基
づ
き
、
年
一

８
月
〜
９
月
予
定

Q
農
地

草
の
繁

草A
な
ぜ
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
が

必
要
な
の
？

種まき作業

204 21月 火

　

秋
田
県
立
西
目
高
等
学
校
の
農
業
科
学
系
列
で
は
、
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
あ
わ
せ
て
41
人
の
生
徒
が
農
業
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
農
業
科
学
系
列
３
年
生
の
田
植
え

作
業
に
取
り
組
む
生
徒
と
、
指
導
に
あ
た
る
先
生
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

田
植
え
機
を
運
転
す
る
生
徒
の
真
剣
な
表
情
や
、
苗
を

て
き
ぱ
き
と
運
ぶ
様
子
が
印
象
的
で
、
地
域
の
農
業
を
実

育苗箱並べ替え作業

304
木

▶
作
業
の
説
明

（
右
か
ら
齋
藤
衛
委
員
、
三
浦
薫
教
諭
、
左
側
は

　

２
年
生
の
生
徒
）

▶
作
業
風
景

▶
苗
の
生
育
の
差

農
業
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
若
者
た
ち

̶
水
稲
栽
培
を
学
ぶ

農（

農
業
委
員
会

三浦　薫 教諭
みうら　 かおる

場長

▶
育
苗
箱
の
並
べ
替
え
作
業

（
ハ
ウ
ス
の
端
は
気
温
が
低
く
生
育
が
遅
い
た
め

　

中
央
へ
移
動
さ
せ
ま
し
た
）

秋
田
県
立
県
立
西
目
高
等
学
校
の
農
業
科
学
系
列
で
は
、
１

年
生
か
らら
３
年
生
ま
で
あ
わ
せ
て
41
人
の
生
徒
が
農
業
を 4

秋
田
県
立
西
目
高
等
学
校
を

　
　
　
　
　
　
　
　

取
材
し
ま
し
た
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農業者年金制度について 若年層には、保険料の国庫補助による
政策支援があります。

上記の要件を満たす方なら
どなたでも加入できます

年間60日以上
農業に従事

国民年金第１号
被保険者

国民年金の保険料納付免除者を除く

20歳～65歳未満
60歳以上は

国民年金の任意加入被保険者

農業者年金農業者年金で安心豊かな将来安心豊かな将来を！農業者年金で安心豊かな将来を！

※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（付加年金保
　険料 月額400円）への加入が必要です。
※農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金含む）および個人型確
　定拠出年金（iDeCo イデコ）とは重複加入できません。

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金加
入のすすめ

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

　　  ↑
農業者年金
シミュレーター
年金を試算する
ことができます

205 21水 22金木

Ｑ 農業の魅力をどのように感じています
か？

Ｑ どんな農業を目指していきますか？

みんなで協力して楽しくできると
ころが魅力だと思います。

スマート農業を目指していきたい
です。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

農業は楽しいですか？

楽しいです。

どんなところが楽しいですか？

いろいろな植物の世話をするのが
楽しいです。

高校卒業後の進路はどうしますか？

今のところ県内の大学に進学する
ことを考えています。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

普段皆さんはどの
ような勉強をして
いますか？

主に座学として、農業の事を学ん
だり、外に出て実習などをしてい
ます。

今日はどういった勉強をしていますか？

自分たちでまいた種の育った苗を
使って田植えをしています。

田植え作業はどうでしたか？

まっすぐ植えるのが難しかったけ
れど、去年よりはうまくできたの
で今後も活かしたいです。

Ｑ 普段皆さんはどの
ような勉強をして
いますか？

主に座学として 農業の事

農業クラブの３人に
伺いました

インタビュー／齋藤　衛 委員

渡邊　優希奈 会長
わたなべ　　  ゆ　き　な

須田　新之丞さん
す だ　　 しん の  すけ

小野　  凛さん
お　の　　　 りん

インタビューの
様子の
YouTube動画

践
的
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
今
後
、
栽
培
管
理
を
行
い
、
秋
に
は
稲
刈

り
も
学
ぶ
予
定
で
す
。

Ｑ

Ｑ

今日の生徒たちの様子はどうですか？

今日の実習内容に点数をつけるとすると何点ですか？

Ｑ どのように成長していってほしいでしょうか？

３年生の生徒は、自分から動いてくれて、
２年生のいい手本となっています。

地域を支える、または、地域を引っ張っ
ていく人材になってほしいと思います。

実習ということで120点です！

▶
指
導
を
受
け
な
が
ら
運
転

▶
苗
を
田
植
え
機
に
積
み
込
む
作
業

農場部 農場

学
ぶ
予
定
で
す▶

苗
を
苗
を
田
植
え
機
に
積
み
込
む
作
業

▶
指
導
を
受
け
な
が
ら
運
転

▶

Ｑ 今 生徒たち 様 どう すか

◀
苗
の
補
充

▶
苗
の
補
充

田植え作業

Check!
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域
で
輝
く
ヒ
ロ
イ
ン
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や
さ
い
王
国

活
躍
す
る
女
性
た
ち

で
矢島地域

タケノコやワラビなど
旬の山菜がズラリ

タケノコやワラビなど
旬の山菜がズラリ

お買い物が楽しみになる広い店内お買い物が楽しみになる広い店内

漬物など加工品も人気です漬物など加工品も人気です

矢
島
地
域
へ
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
「
や
さ
い
王
国
」
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
地
元
の

恵
み
と
温
か
い
お
も
て
な
し
を

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【やさい王国】
　由利本荘市矢島町城内字築館451
　電話　0184-55-2560
　営業時間
　【3～11月】8：30～16：30 
　【12～2月】9：00～16：00
　定休日　12月31日～1月3日
　駐車場　20台

　

矢
島
地
域
の
国
道
１
０
８
号
沿
い
に
、

大
き
な
看
板
が
目
印
の
矢
島
町
農
林
水

産
物
直
売
所
「
や
さ
い
王
国
」
が
あ
り

ま
す
。
地
元
の
農
産
物
を
中
心
に
、
季

節
の
恵
み
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
人
気
の
直

売
所
で
す
。
現
在
、
や
さ
い
王
国
の
組

合
員
の
う
ち
約
８
割
が
女
性
組
合
員
で
、

日
々
の
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

　　

店
内
で
は
、
レ
ジ
で
お
客
様
を
明
る

く
迎
え
る
人
、
加
工
所
で
地
元
食
材
を

使
っ
た
加
工
品
づ
く
り
に
励
む
人
、販
売

品
の
チ
ェ
ッ
ク
や
陳
列
を
丁
寧
に
行
う

人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
活
気
あ
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
加
工
所
で
「
松
皮

も
ち
」
を
製
造
し
て
お
り
、
湯
気
と
香
り

が
広
が
る
中
、
手
際
よ
く
作
業
を
進
め

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　　

直
売
所
に
は
、
朝
採
り
の
新
鮮
な
野
菜

や
旬
の
山
菜
が
豊
富
に
並
び
、
訪
れ
た

お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
季
節

ご
と
に
並
ぶ
品
が
変
わ
る
た
め
、
地
元

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
か
ら
訪
れ
る

人
も
楽
し
め
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

女
性
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の

農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
担
い
手
と
し

て
、
日
々
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
直
売
所

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

矢
島
地
域
の
農
業
と
地
域
の
元
気
を
支

え
る
存
在
と
し
て
、
ま
す
ま
す
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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【東由利地域】

小松家　家族経営協定調印式

　（令和８年２月3日）

由
利
本
荘
市

を
締
結
し
ま
し
た

①
い
つ
か
ら
農
業
を
始
め
ま
し
た
か
？

　

茂
穂
さ
ん
…
18
歳
か
ら
農
業
を
始
め
て
、
現
在

71
歳
で
、
50
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

和
美
さ
ん
…
23
歳
か
ら
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

②
り
ん
ご
は
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
栽
培
し
て

　
い
ま
し
た
か
？

　

18
歳
の
就
農
当
初
か
ら
70
歳
（
昨
年
）ま
で
り
ん

ご
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

親
・
祖
父
母
の
代
か
ら
り
ん
ご
農
家
と
し
て
営

ん
で
き
て
お
り
、
就
農
当
初
の
作
付
面
積
は
約
１

㌶
で
、
25
歳
の
時
に
１
・
３
㌶
に
規
模
拡
大
し
ま

し
た
。

　

10
年
前
に
作
付
面
積

を
半
分
の
０・
65
㌶
に
、

５
年
前
に
さ
ら
に
半
分

の
０
・
325
㌶
に
縮
小
し
、

昨
年
で
り
ん
ご
栽
培
を

終
了
し
ま
し
た
。

③
り
ん
ご
の
栽
培
を
や
め
た
理
由
は

　
何
で
す
か
？

　

手
間
が
か
か
る
割
に
、
十
分
な
収
量
が
見
込
め

な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

④
農
業
の
大
変
な
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
？

　

農
業
は
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
特
に
ミ

ニ
ト
マ
ト
（
キ
ャ
ロ
ル
ム
ー
ン
）
は
病
気
に
弱
い

た
め
、
こ
ま
め
な
消
毒
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
東
由
利
は
気
温
が
高
く
、
高
温
障
害
が
出
や
す

い
地
域
な
の
で
、
栽
培
管
理
が
よ
り
難
し
く
な
り

ま
す
。

⑤
農
業
の
や
り
が
い
と
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

　
何
で
す
か
？

　

収
量
が
少
な
か
っ
た
原
因
を
分
析
し
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
作

業
の
合
理
化
・
電
動
化
に
取
り
組
み
、
効
率
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
座
っ
て
収
穫
で
き
る
よ
う
、
あ

え
て
低
く
仕
立
て
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

座
っ
た
ま
ま
移
動
で
き
る
電
動
い
す
を
開
発
費

40
万
円
で
自
作
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
高
さ
の
あ
る
リ
ン
ゴ
を
入
れ

て
い
た
箱
で
栽
培
し
、
立
っ
た
ま
ま
収
穫
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

高
温
障
害
の
対
策
と
し
て
、
カ
ル
ク
ー
ル（
遮
光

幕
）
を
ハ
ウ
ス
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

り
ん
ご
栽
培
を
経
て
、
現
在
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
に
力
を
そ
そ
ぐ
小
松
茂
穂
さ
ん
と
和
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

●
家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て

　
　

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
を
明
確
に
し
、
安
定
し
た
農

　

業
経
営
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
女
性
が
農
業
の

　

現
場
で
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

●
協
定
締
結
の
き
っ
か
け

　
　

小
松
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
家
族
間
に
お
け
る
役
割
分
担
を
明
確

　

に
し
、
各
自
が
担
当
業
務
に
対
す
る
責
任
意
識
を
高
め
、
円
滑

　

か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締

　

結
し
ま
し
た
。

●
女
性
活
躍

　
　

協
定
締
結
に
よ
り
、
和
美
さ
ん
の
農
作
業
や
経
営
へ
の
関
わ
り

　

が
正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
今
後
、
女
性
農
業
者
と
し
て
活
躍
の

　

幅
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

　

秋
田
し
ん
せ
い
理
事
と
し
て
地
域
の
女
性
活
躍
に
も
寄
与
し
て
お

　

り
、
家
族
経
営
協
定
は
そ
の
後
押
し
と
な
る
取
り
組
み
と
な
っ
て

　

い
ま
す
。

「
家
族
経
営
協
定
」
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

和美さん茂穂さん

や
れ
ば
や
っ
た
分
だ
け
収
入
が
増
え
る

点
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

家
族
経
営
協
定

家
族
経
営
協
定

ハウス内で作業をする茂穂さんハウス内で作業をする茂穂さん

座ったまま移動できる自作の電動いす座ったまま移動できる自作の電動いす 移動もスムーズに移動もスムーズに

農林水産省  
「家族経営協定」
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広
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委
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大 
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浪 

雄

　
小 
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健

　
佐 
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豊 

島   

靖 

喜

　
吉 

尾   

麻 

美

　
伊 

藤   

　 

剛

　
齋 

藤  
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編
集
後
記

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
加
え
、
イ
ラ

ン
情
勢
に
よ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖

で
原
油
を
は
じ
め
諸
資
材
が
高
騰
し
、

農
業
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
も
進
み
、
農
業
法
人
へ

の
委
託
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
料
供
給
を
支
え
る
農
地
を
守
る
重

要
性
を
理
解
し
つ
つ
も
、
少
子
化
に

よ
る
人
材
確
保
の
難
し
さ
は
全
産
業

共
通
の
課
題
で
、
ま
さ
に
人
材
獲
得

競
争
の
様
相
で
す
。

　

一
方
で
、
農
地
集
積
に
よ
る
法
人

化
や
基
盤
整
備
、
直
播
や
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
、
作
業
効
率
化
の
進
展
、

新
規
就
農
者
増
加
な
ど
明
る
い
動
き

も
見
ら
れ
ま
す
。
本
市
で
は
種
苗
交

換
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

第
40
号
発
行
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。　
　

  

（
委
員　

大
瀧 

浪
雄
）

雪中キャベツ収穫体験!!

　東由利地域で３月６日、冬の恒例となっている「雪中キャベ

ツ収穫体験」が行われ、地元保育園「えみの森」の園児たちが

参加しました。畑にはまだ雪が残り、園児たちは素手やスコッ

プで雪をかき分けながらキャベツを探し出し、見つけた瞬間に

は元気な歓声が上がりました。収穫したばかりのキャベツを味

見すると「あま～い」と笑顔が広がり、雪の下で甘みを蓄えた

冬キャベツの味に驚いた様子でした。

　主催した東由利グリーンツーリズム

研究会（金子拓雄会長）は、１０年

以上にわたりこの体験会を続けて

おり、今年は４日間で約４００人が

参加しました。金子会長は「自然

に触れ、作物の大切さを感じてほ

しい」と話し、今後も継続していく

意欲を示しています。

南
畝
レ
ナ

南
畝
レ
ナ

の
う
ね
ん

の
う
ね
ん

農
業
者
年
金
の

申
し
子
こ
と 

南
畝
レ
ナ
…

―
歓
迎
す
る
わ
♪

の
う
ね
ん

の
う
ぎ
ょ
う
し
ゃ
ね
ん
き
ん

農
業
者
年
金
の

申
し
子
こ
と 

南
畝
レ
ナ
…

―
歓
迎
す
る
わ
♪

の
う
ね
ん

の
う
ぎ
ょ
う
し
ゃ
ね
ん
き
ん

事
務
局
長
よ
り
立
派
な
イ
ス
に

座
る
こ
の
女
性
は
一
体
…
？

事
務
局
長
よ
り
立
派
な
イ
ス
に

座
る
こ
の
女
性
は
一
体
…
？

あ
と
、申
し
子
じ
ゃ
な
い
で
す
。

あ
と
、申
し
子
じ
ゃ
な
い
で
す
。

我
は
！
我
は
！
太
古
よ
り

太
古
よ
り

違
反
転
用
滅
せ
し
一
族
…！

違
反
転
用
滅
せ
し
一
族
…！

太
古
っ
て
…

農
地
法
の
施
行
は

　

昭
和
27
年
で
す
よ
！

太
古
っ
て
…

農
地
法
の
施
行
は

　

昭
和
27
年
で
す
よ
！

５
条
は
わ
か
り
ま
し
た
け
ど

　
　
　
　
　

４
条
は
〜
？

５
条
は
わ
か
り
ま
し
た
け
ど

　
　
　
　
　

４
条
は
〜
？

わ
わ
わ
っ！

わ
わ
わ
っ！

農
地
法
第
５
条
こ
と
！

農
地
法
第
５
条
こ
と
！

ご 

じ
ょ
う 

け
い

ご 

じ
ょ
う 

け
い

断
じ
て〝
さ
と
る
〞で
は
な
い
っ！

断
じ
て〝
さ
と
る
〞で
は
な
い
っ！

五
条
慧
だ
ぁ
〜

五
条
慧
だ
ぁ
〜

※農地法第５条＝権利の移転・設定を伴う転用

ス
ン
っ

ダ
イ
ヨ
ン
ジ
ョ
ウ 

ッ
テ 

ナ
ニ
？

ノ
ウ
チ
ホ
ウ

…
ウ
マ
イ
ノ
？

※農地法第４条＝自己所有地の転用

自
己
所
有
地
の
転
用
で
も

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
！

　

手
続
き
お
忘
れ
な
く
！

自
己
所
有
地
の
転
用
で
も

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
！

　

手
続
き
お
忘
れ
な
く
！


